
縄文人の幾何学

縄文人は、一定の尺度を駆使しながら自分たちの住ま
いだけでなく、金沢のチカモリ遺跡のような素晴らし
い構築物を各地で築いていた。それがどのように高度
な幾何学的手法で造られ、その目的は何だったのか、
その謎を解き明かそうとする本邦最初の試み。

11 月 4日（金）
16:45~18:15

金沢大学人間社会第１講義棟　203 講義室

無料　どなたでも参加できます。

太田 邦夫 氏
建築史家　東洋大学名誉教授　ものつくり大学名誉教授

主催　金沢大学・新学術創成研究機構
共催　金沢大学人間社会研究域附属
            ・国際文化資源学研究センター

連絡先：tryuichi@staff.kanazawa-u.ac.jp（谷川）

新学術創成研究機構
文化遺産国際協力

ネットワーキングユニット・セミナー


